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１．目的 

Ｈ２８年上期に発売予定となる免震構造向けエキスパンションジョイントカバー床仕様の可動検証を

行い、正弦波及び地震応答波による加振試験を実施することで、可動性能特性を把握し、より安全安心

な製品を提供することを目的とする。尚、トライアルユース利用により試験体をはじめ、治具などの不

具合や試験に関しても、どのような成果が見込まれるのかも確認した。 

   

２．試験日及び場所 

試験日：平成２７年１２月２２日（火）～２５日（金） 

場  所：京都大学 強震応答実験室 

 

３．試験項目 

   加振試験 正弦波 Ｘ軸 Ｙ軸 Ｚ軸 ４５度 １３５度 円運動 

   加振試験 地震応答波 ＪＭＡ神戸 Ｋnet古川 

４．試験体 

   No.1  仕上：モルタル 土台：アルミ押出形材 非免震部固定方法：ボルト固定  

 

５．試験概要 

写真１に試験体設置状況を示す。非免震部及び振動テーブルにそれぞれ試験用治具を設置し、加振試

験を行う。また設計可動量を考慮し、写真２のようにそれぞれ加振スタート時における治具の位置を変

えていき、加振をすることで、免震構造向けエキスパンションジョイントカバー床仕様で求められる設

計可動量を網羅できるようにした。 

     
写真１ 試験体設置状況             写真２ 試験体設置状況 

 
６．成果 

今回試験項目にある加振試験を実施した結果、免震構造向けエキスパンションジョイントカバー床仕 

  様に変形や損傷がなく、安全に可動性能を発揮することがわかった。また治具及び試験方法に関しても 

  確立させることができたため、今後更なる仕様の評価を行いたいと考えております。 

                                        以上 


